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  Chapter 1 では、m-ターフェニル基を 3 位に有する新たなチオフェンモノマー（3FT）を設計し、触媒移
動型連鎖縮合重合（CTP）を利用した新規な孤立化共役系高分子（P3FT）の合成を行った。導入された
ターフェニル基は、主鎖のポリチオフェンをフェンスのように覆うことによる孤立化と、ヘリンボーン型に主
鎖上でかみ合うことよる主鎖の平面化双方に寄与する。得られた P3FT は head to tail 型の立体規則性を





 Chapter 2 では、Chapter 1 の結果を元にして、孤立化部位（P3FT）と非孤立化部位[ポリ(3-ヘキシルチ
オフェン) (P3HT)]を併せ持つ共役系ブロックコポリマーを合成し、薄膜における相分離構造の評価を行
った。CTP により合成された P3HT–Ni をマクロモノマーとして利用することにより、種々の組成比を持つ
P3HT(x)-b-P3FT(y)（1.2 ≤PDI）を調整した。各ブロックの比 x:y は、1H-NMR 並びに吸収スペクトルにより
決定が可能であり、2 種類の異なる共役系高分子、P3HT と P3FT からなるブロックコポリマーであることを
明らかとした。スピンコーティングにより成膜された薄膜の原子間力顕微鏡観察により、P3HT (75)- 




  Chapter 3 では、独自の環状側鎖をモノマー部位として有する共役系高分子を合成し、発光特性の評
価を行った。コモノマーとしてフルオレン、オリゴチオフェン誘導体を用い、環状側鎖構造を持ち発光色の








 Chapter 4 では、Chapter 3 で開発した青色発光性共役系高分子（D1）と黄色発光性共役系高分子
(A1)からなるポリマーブレンドを用いて蛍光共鳴エネルギー移動（FRET）プロセスを検討した。対照実験
として、A1 との相分離構造が確認されるポリ（メチルメタクリレート）（PMMA） 、ポリスチレン（PS） をポリマ
ーマトリックスとして使用して行った。PMMA や PS マトリックス中の A1 の蛍光量子収率は低濃度領域でも


























 平成 26 年 6 月 24 日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
 
 
